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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

 
配偶子幹細胞のもととなる始原生殖細胞（以下、PGCと呼ぶ）は、胚発生時期にまず胚体外領域に出現し
、その後体内を長距離にわたって移動し、腸間膜を通過したのちに、最終的に予定生殖巣内にたどり着く
。しかしながら、PGCの移動がどのように制御されているのか、移動中のPGCの未分化性や生存がどのよう
に維持されているのか、および生殖巣内のニッチの実態についてはあまり明らかになっていない。本研究
では、移動中および移動後の始原生殖細胞を支える細胞外環境を、それぞれ生殖巣外ニッチ、生殖巣内ニ
ッチとしてとらえ、その実体を明らかにすることを目的としている。本年度は、移動中のPGCにおいて、
どのようなシグナルがPGCの移動、生存および未分化性の維持に機能するのかを明らかにするために、PGC
特異的な遺伝子導入技術の確立を行った。PGC特異的に発現する遺伝子のプロモーターの単離を試み、そ
のうちVASA遺伝子の上流ゲノム領域が、PGC特異的な遺伝子発現を可能とすることを明らかにした。この
プロモーターと時期特異的な遺伝子発現システムを組み合わせて使うことで、いつ，どのシグナルがPGC
にとって必要であるのかをスクリーニングする素地を整えた。一方で、PGCに対する生殖巣内ニッチの解
析においては、前年度、shhの過剰発現によってPGCを維持しうる生殖巣の誘導に成功したことを受けて、
shh下流に存在する下流遺伝子の単離を試みている。現在までに、SCF、SDF1およびBMP4など複数のシグナ
ル分子の発現がshhによって誘導されることを見出している。今後はこれら因子の機能解析を行う。  
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